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雪
と
遊
 

第
一
一
十
七
回
ご
し

ょ
が
わ
ら
冬
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
冬

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

ニ
月
十
五
日
か
ら
ニ
十
三

日
ま
で
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
及
び

オ
ル
テ
ン

シ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
ミ
ニ
ガ
マ
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
九
団
体
が
参

加
し
ア
ニ
メ
の
主
役
な
ど

エ
夫
を
凝
ら
し
た
雪
像
が
製
作
さ
れ
ま
し

た
。
雪
像
の
前
で
は
仲
良
く
記
念
写
真
を
撮
っ

て
い
る
子
供
た
ち
が

多
く
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
 

1月31日現在（ ）内は前回比、男23,951(+20）女26,605(+ 4）計50,556(+24）世帯17,503(+28) 

、
、
  
、
 

，
力
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舌離
難

鱗
R
e会
為
費
 平成9年3月1日 2 

五
所
川
原
市
伝
統
文
化
功
労
賞
は
、
市
の
伝
統
文
化
を
正
し
く
保
存
し
、
 

そ
の
発
展
、
伝
承
な
ど
、
伝
統
文
化
の
振
興
に
著
し
く
貢
献
の
あ
っ
た
個

人
又
は
団
体
に
対
し
て
そ
の
功
績
を
称
え
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
 

一
一月
十
七
日
、
市
長
公
室
に
お
い
て
、
市
伝
統
文
化
市
民
懇
談
会
委
員
 

（
豊
島勝
蔵
会
長
）
及
び
、
関
係
者
が
出
席
し
て
、
平
成
八
年
度
五
所
川
原

市
伝
統
文
化
功
労
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
o
 

⑥
五
所
川
原
津
軽
凧
連
合
会
 

（
佐
藤
幸
孝
会
長

）
 

小
曲
字
船
橋
二
八
 

昭
和
六
十

一
年
に
発
足
以
来
、
凧

絵
の
研
修
会
や
子
供
た
ち
を
対
象
と

す
る
凧
の
講
習
会
の
開
催
に
よ
り
津

軽
凧
の
継
承
、
発
展
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
全
国
凧
揚
げ
大
会
の
開
催

で
は
、
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
大

会
を
成
功
に
導
い
て
い
る
ほ
か
、
仙

台
市
開
催
の
津
軽
半
島
観
光
物
産
展

に
津
軽
凧
の
出
品
、
製
作
実
演
し
、
 

津
軽
凧
の
普
及
に
尽
く
し
ま
し
た
。
 

⑥
小
山
内
清

智
氏
 

（
六
一一
歳）
 

中
泉
字
松
枝
三
五
九
 
六

長
年
に
わ
た
り
津
軽
民
謡
を
研
鎖
、
 

各
種
民
謡
大
会
で
輝
か
し
い
成
績
を

収
め
津
軽
民
謡
の
継
承
、
発
展
に
尽

く
す
と
と
も
に
、
五
所
川
原
民
謡
協

会
長
と
し
て
「
北
限
の
梅
ま
つ
り
」
 

な
ど
各
種
ま
つ
り
で
民
謡
大
会
を
開

催
す
る
ほ
か
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
施

設
の
慰
問
に
よ
り
津
軽
民
謡
の
普
及

に
貢
献
し
ま
し
た
。
 

あ
お
も
り
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
推
進

協
議
会

・
青
森
県
の
主
催
に
よ
る
 

『活
彩
あ
お
も
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
取
八

一ご
が

二
月
九
日
、
八
戸
市
「
き
ざ

ん
八
戸
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
は
、
青
森
県
の
イ
メ
ー
 

ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
 
「輝
く
あ
お
も

り
新
時
代
 
活
彩
あ
お
も
り
」
 
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
も
と
、
新
し
い
青

森
県
の
イ
メ
ー
ジ
を
県
内
外
に
伝
え

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域
の

魅
力
の
積
極
的
な
情
報
発
信
な
ど
に

貢
献
し
て
い
る
団
体
を
表
彰
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
お

い
て
 
「活
彩
あ
お
も
り
推
進
賞
」
受

賞
五
団
体
の
ー
つ
に
本
市
の
 
「立
侯
 
 

武
多
復
元
の
会
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

昨
年
の
夏
、
お
よ
そ
八
十
年
ぶ
り

に
復
活
し
た
 
「五
所
川
原
立
侵
武

多
」
 
の
威
容
に
、大
勢
の
見
物
客
や

全
国
紙
、
テ
レ
ビ
等
多
く
の
マ
ス
コ

ミ
報
道
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
伝
統
復

活
に
か
け
た
五
所
川
原
市
民
の
心
意

気
を
示
す
と
と
も
に
、
青
森
県
を
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
 

表
彰
式
で
は
「
立
侯
武
多
復
元
の

会
」
か
ら
、
三
上
真
輝
氏
が
出
席
し
、
 

同
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
木
村
守
男

青
森
県
知
事
か
ら
、
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
 

平
成
八

年
、度
 
五
所
川
原
市
 

伝
統
文

化

功
労
賞
 

小山内さん（前列左から二人目）、佐藤会長と一戸顧間（前列左から 
四人目・五人目） 

木村知事から受賞された三上さん 



五所川原街づくり賞表彰式 1 

木
 
村
 
智
慧
雄

原
 
田
 
市
太
郎

湊
 
谷
 
辰
五
郎

土
 
岐
 
正
 
敏

藤
 
田
 
善
太
郎

敦
 
賀
 
光
 
雄

成
 
田
 
善
 
造

津
 
川
 
武
 
雄

野
 
宮
 
盛
 
夫

藤
 
田
 
久

奈
 
良
 
俊
 
男

鳴
 
海
 
実

対
 
馬
 
武
 
美

白
 
戸
 
義
 
勝

佐
 
藤
 
敬
 
一

寺
 
田
 
ま
 
っ
 

氏
 

名
二
篇
 町

内
会
長
（
沼
田
町
）
 
 

町
内
会
長
（
平
井
町
）
 
 

小
曲
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

町
内
会
長
（
下
平
井
町
）
 
 

町
内
会
長
（
第
一
千
鳥
）
 
 

行
政
連
絡
員
（
平
井
町
）
 
 

末
広
町
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

民
生
委
員

（石
岡
地
区
）
 
 

一
野
坪
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

小
曲
振
興
納
税
貯
蓄
組
合
長

中
泉
西
部
納
税
貯
蓄
組
合
長

新
町
第
 
納
税
貯
蓄
組
合
長

北
新
第
 
納
税
貯
蓄
組
合
長

漆
川
新
生
納
税
貯
蓄
組
合
長

難
 
事
 

績
 

七
ッ
館
第
一
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

二
十
七
年

（
昭和
三
十
一
年
 

一
一
十
年
（
昭和
五
十
二
年
5
)
 

 

行
政
連
絡
員

（
松
島
町
一
丁
目
）
 
 

二
十
年

（
昭和
五
十
二
年
5
)
 

 

二
十
年
（
昭
和
五
十
二
年

5
)
 

 

二
十
年

（
昭和
五
十
二
年
5
)
 

 

二
十
年

（
昭和
五
十
二
年
5
)
 

 

二
十
年
（
昭
和
五
十
二
年

5
)
 

 

三
十
年

（
昭和
四
十
二
年
5
)
 

 

三
十
八
年
（
昭和
三
十
四
年
5
)
 

 

三
十
七
年
（
昭和
三
十
五
年
5
)
 

 

三
十
七
年
（
昭和
三
十
五
年
5
)
 

 

三
＋
一
年
（
昭
和
四
十
一
年
5
)
 

 

三
十
 
年
（
昭和
四
十
一
年
5
)
 

 

三
十
 
年
（
昭和
四
十
一
年
、
）
 
 

三
十
 
年
（
昭和
四
十
一
年
5
)
 

 

三
十
六
年
（
昭和
三
十
六
年
5
)
 

 

5
五
十
八
年
）
 
 

青
森
県
立
 

五
所
川
原
地
区
 

安
全
運
転
 

五
所
川
原
工
業

管
理
者
協
会
 

高
等
学
校
 

鷲
葉
」
《
購
二
 

体
 

小
田
桐
 
教

斎
 
藤
 
周
 
作

工
 
藤
 
博
 
男

鶴
 
谷
 
ャ
 
ナ

伊
 
藤
 
清
 
蔵

尾
 
崎
 
忠

工
 
藤
 
栄

内
 
山
 
一
 
郎

嶋
 
口
 
慶
 
治

吉
 
川
 
和
 
子

松
 
本
 
孝
 

一

今
 
柾

太
郎

神
 

勝
 
夫
 

氏
 

名
 

な
ど
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
 

開
し
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

地
区
別
対
抗
交
通
事
故
防
止
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る

全
校
生
徒
に
よ
る
奉
仕
活
動
や
交

通
安
全
運
動
等
幅
広
い
活
動
を
展
 

事
二
 

績
 

範
と
し
て
貢
献
 

安
全
運
動
に
貢
献
 

緑
化
推
進
に
貢
献
 

地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
 

民
生
委
員

（布
屋
町
地
区
）
 
 

民
生
委
員

（
平
井
町
地
区）
 
 

民
生
委
員

（
下岩
崎
地
区
）
 
 

民
生
委
員
（
松
島
町
地
区
）
 
 

民
生
委
員

（
前
田
野目
地
区
）
 
 

二
十

一
年

（
昭和
四
十
年
 

民
生
委
員
（
前
田
野
目
地
区
）
 
 

民
生
委
員
（
下
平
井
町
地
区
）
 
 

て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
  

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
栄
」
の
事
 

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
模
 

五
所
川
原
市
少
年
指
導
委
員
と
し
 

交
通
指
導
隊
総
隊
長
と
し
て
交
通
 

務
局
長
と
し
て
地
域
発
展
に
貢
献
 

二
十
年

（
昭和
五
十
二
年
5
)
 

 

二
十
年

（
昭和
五
十
二
年
5
)
 

 

二
十
年

（
昭和
五
十
二
年
5
)
 

 

二
十
五
年
（
昭和
四
十
七
年
5
)
 

 

二
十
三
年
（
昭和
四
十
九
年
、
）
 
 

二
十
三
年
（
昭和
四
十
九
年
5
)
 

 

5
六
十
一
年
）
 
 

事
 

績
  

3 平成9年3月1日 

公
共
の
福
祉
の
増
進
に
功
績
が
あ
り
、
広
く
市
民
の
模
範
と
な
る
個
人

又
は
団
体
を
表
彰
す
る
「
五
所
川
原
街
づ
く
り
賞
」
表
彰
式
が
ニ
月
ニ
十

一
日
に
産
経
会
館
で
行
わ
れ
、
個
人
一
一
十
九人
と
一
一団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。
 
（順
不
同
敬
称
略
）
 



平成9年 3月 1日 4 田中光輝さん 

あ
な
た
の
業

績
を

称
え

ま
す
 

市
ス
ポ

ー
ツ

尚
貝
●
文

化
奨
励
尚
貝
表
彰
式
 

栗 田 仁さん 

五―高少林寺拳法女子部の代表 

市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
た
方
々
や
文
化
の
発
展
向
上
に
努

カ
さ
れ
た
方
々
な
ど
秀
れ
た
成
績
を

収
め
ら
れ
た
市
民
に
対
し
て
、
表
彰

す
る
「
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
」
及
び
「
市

文
化
奨
励
賞
」
の
表
彰
式
が
二
月
十

五
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
で
関
係
者
約

三
百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ス
ポ
ー
ッ
部
門
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

功
労
賞
の
漬
田
健
司
さ
ん
（
ソ
フ
ト
 
 

ホ
ー
ル
）
と
成
田
治
哉
さ
ん

（
弓道
）
 

を
は
じ
め
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
賞
二
名

特
別
優
秀
選
手
賞
二
名
、
特
別
優
秀

賞
一
団
体
、
優
秀
選
手
賞
十
八
名
、
 

奨
励
賞
個
人
・
団
体
百
七
十
六
名
と
、
 

文
化
奨
励
賞
で
は
、
個
人
、
団
体
な

ど
八
十
六
名
の
方
々
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

ス
ポ

ー
ツ

賞
 

▽
功
労

賞
 

・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

演
田
健
司

（
上
平井
町
）
 

数
々
の
全
国
大
会
・
東
北
大
会
を

誘
致
し
大
会
成
功
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
、
長
年
に
わ
た
り
青
森
県
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
の
役
員
を
歴
任
、
本
 

哉 さん 治
 

田
 

成
 
 

市
、
本
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
発
展
に

寄
与
し
ま
し
た
。
 

・

弓
道
 成

田
治
哉
（
鎌
谷
町
）
 

五
所
川
原
弓
道
会
事
務
局
長
と
し

て
会
の
発
展
に
尽
力
、
ま
た
、
自
ら

選
手
と
し
て
活
躍
後
、
市
民
弓
道
教

室
の
講
師
と
し
て
指
導
を
行
う
な
ど

弓
道
の
普
及
に
「
と
め
ま
し
た
。
 

▽
指
導
者

賞
 

・

少
林
寺
拳
法
 
栗
田
仁
（
み
ど
り

町
・
五
一
高
）
 

・

相
撲
 
江
良
力
（
毘沙
門
・
市相
撲
 

協
会
）
 

▽
特
別
優

秀
選
手
賞
・
個
人
 

・

柔
道
 
藤
田
博
臣

（
東
海
大
学

年
）
 

・

相
撲
 
田
中
光
輝
（
市相
撲
協
会
）
 

▽
特
別
優
秀

賞
・
団
体
 

・

少
林
寺
拳
法
 
五
一
高
少
林
寺
拳

法
部
女
子
部
 

田 健 司 さん 



J
 

女声コーラスの代表 

▽
優
秀
選
手

賞
・
個
人
 

・

柔
道
 
工
藤
祐
司

（
青
森
山
田高

年
）
 

・

卓
球
 
江
良
和
彦

（
東
奥
学園
高

一
年）
、神
健
介
（
明
治大
学
二
年
）
、
 

渡
辺
将
人
（
早
稲
田
大
学
二
年
）
 

・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
川
浪
文
裕
（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）
、田
口
善
喜
（
同）
、
 

「
一橋
栄
蔵

（
同）
 

・

少
林
寺
拳
法
 
小
坂
育
代

（
五
一

高
三
年
）
、
 千
葉
文
絵

（
同）
、
 島

村
鮎
美

（
同）
、エ
藤
記
子
（
同
）
、
 

「
蒲
裕
美
（
同
二
年
）
、
 藤
本
牧
子
 

（
同）
、
 折
登
輝
昭

（
同
三年
）
、
 

山
形
晃
毅

（
同）
 

▽
優
秀
賞
・

団
体
 

・

卓
球
 
七
ッ
館
小
学
校

（
チ
ャン

ピ
オ
ン
T
C
)
 

▽
奨
励
賞
・

個
人
 

・

陸
上
 
世
永
恵
美

（
栄
小
五年
）
、
 

小
坂
麻
樹
子
（
五
一
中
一
年
）
、
 佐

々
木
和
子
（
五
三
中
二
年
）
、
 今
良

介
（
五
四
中
一年
）
、
 神
咲
子

（
五

商
高
三
年
）
、
 小
田
桐
昭
恵

（
五工

高
二
年
）
、
 葛
西
陽
介
（
同
）
、
 永

坂
貴
雄
（
同
）
、
 宮
野
真
弘

（
同）
、
 

兼
平
拓
也
（
同
三
年
）
、
 木
村
梢
恵
 

（
青
森山
田
高
一
年
）
、
 伝
法
敦
子
 

（
同
二
年）
、
 安
田
信
昭
（
陸
上
競
 
 

技
協
会
）
、
 工
藤
淳
（
同
）
、
 一
一月

タ
子
（
同
）
 

・

柔
道
 
竹
谷
知
記
（
松
島小
五
年
）
、
 

木
村
雄
太
（
五
一
中
二
年）
、
 羽
場

明

（
五
三
中二
年
）
、松
野
雄
大
（
同

三
年
）
、
 秋
田
め
ぐ
み

（
五四
中
1
11
 

年
）
、
 対
馬
直
樹

（
青森
山
田
高
一
一

年
）
、
 佐
藤
誠

（
同）
 

・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
成
田
春
治
（
五

工
高
二
年
）
、加
藤
公
悟

（
同三
年
）
、
 

小
寺
優
（
同
）
、安
田
圭
介
（
同
）
、
 

」
一橋
敬
太
（
同
）
 

・

水
泳
 
粛
藤
譲
（
五
一中
三
年
）
、
 

橋
本
晶
央

（
五高
一
年
）
、
 鈴
木
信

久
（
水
泳
協
会
）
、工
藤
尚
子
（
同
）
 

・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
 
森
下
洋
光
 

（
弘前
実
業
高
三
年
）
、
 三
浦
公
嗣
 

（
同）
、川
浪
孝
允

（
同）
 

・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
 
端
本
昌
子
（
五

商
高
二
年
）
、太
田
麻
耶
（
同
三年
）
、
 

千
葉
真
理
子
（
ソフ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
、
 

坂
本
栄
子
（
同
）
 

・

卓
球
 
中
田
香
織
（
七
ッ
館
小
六

年
）
、
 工
藤
耕
也
（
東
奥
学
園
高
一

年
）
 

銃
剣
道
 
三
浦
剛
臣
（
銃剣
道
協

会
）
、荒
谷
俊
介

（
同）
 

野
球
 
一
戸
治
孝

（
野球
協
会
）
 

弓
道
 
赤
城
美
由
紀
（
弓道
協
会
）
 

相
撲
 
漬
野
慎
也
（
五商
高
三
年
）
 

剣
道
 
山
道
昌
紀
（
剣
道
協
会
）
 

ス
キ

ー
 
太
田
匡
彦
（
ス
キ

ー
ク
 

ラ

ツ
」
）
 

・

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
 
今
久

志

（
五工
高
三
年
）
 

・

少
林
寺
拳
法
 
鎌
田
賢
吾

（
少
林

寺
拳
法
協
会
）
、斎
藤
康
啓
（
同
）
、
 

斉
藤
美
雪
（
五
一高
二
年
）
、
 長
谷

川
亜
紀
子
（
同
）
、長
利
志
穂
（
同）
、
 

石
岡
奈
津
実
（
同）
、田
中
勝
章
（
同）
、
 

坂
本
賢
治

（
同三
年
）
、
 山
田
拓
人
 

（
同）
、
 栗
田
さ
や
か

（
五工
高
一
一

年
）
、
 小
鷹
由
美
子
（
同
）
、
 新
岡

鉄
也
（
同
一
年）
、中
谷
健
二
（
同）
、
 

寺
山
雅
臣

（
同）
、
 中
林
鉄
平

（
同

一
一年
）
、
 荒
谷
和
哉

（
同）
、
 平
山

裕
三

（
同）
、
 一戸
正
人
（
同三
年
）
、
 

山
崎
大
悟
（
同
）
 

▽
奨
励

賞
・

団
体
 

・

陸
上
 
五
工
高
陸
上
競
技
部
、
市

陸
上
競
技
協
会
 

・

卓
球
 
五
一
中
女子
卓
球
部
 

・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
五
商
高
 ・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
市
バ
レ
ー
ボ

ー
 

ル
協
会
 

・

相
撲
 
五
農
高
、
市
相
撲
協
会
 

・

少
林
寺
拳
法
 
五
工
高
少
林
寺
拳

法
部
、
五
一
高
少
林
寺
拳
法
部
男
子

部
、
同
女
子
部
 

,
 

,
 文

化
奨

励

賞
 

▽
個
人
 

・

書
道
 
佐
々
木
光
雄
（
豊
友
書
道

会
）
、山
田
恵
子
（
山
上
書
道
院
）
、
 

木
村
温
子
（
南
小
一
年
）
 

・

川
柳
 
小
野
順
蔵

（川
柳
岩
木
吟

社
）
 

・

短
歌
 
野
呂
富
枝
（
津
軽
アス
ナ

ロ
短
歌
会
）
、
 斎
藤
由
雄
（
五
所
川

原
短
歌
会
）
、開
米
フ
ヂ
ェ
（
同
）
、
 

山
上
和
美

（
同）
 

・

デ
ザ
イ
ン
 
工
藤
絵
理
子
（
里若

商
高
二
年
）
 

・

版
画
 
上
見
美
代
（
南
小
六
年
）
 

・

詩
歌
 
一
戸
隆
平
（
藻川
小
六
年
）
 

・

感
想
文
 
升
田
佳
佑

（飯
詰
小
四

年
）
 

・

将
棋
 
白
鳥
潤
（
日
本
将
棋
連
盟
 

五
所
川
原
支
部
）
 

▽
団
体
 

・

合
唱
 
五
所
川
原
合
唱
団
、
五
所

川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス
 

ど
う
も
あ
リ
が
ど
う
ご
ざ
い
ま
す

⑥
養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
（
 

〇
財
団
法
人
エ
ム
・
オー
土
ー
（
健

康
科
学
セ
ン
タ
ー
互
助
会
」
一和
弓

子
代
表
）H
寄
贈
（
手
編
み靴
下
五

十
足
、
タ
オ
ル
四
十
八
本
、
ジ
ュ
 

ー
ス
二
箱
、
お
菓
子
十
二
袋
）
。
 

〇
山
内
昭
平
さ
ん

（
雛
田
一六
五
 

ー
五
）
H
寄
贈

（
マ
ッ
ト
レス
ー
 

枚
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期

成
会
へ
 

〇
株
式
会
社
桑
田
建
設
（
桑
田
茂

樹
代
表
取
締
役
）
H
三
十
万
円
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
柳
津
精
太
郎
さ
ん

（東
京
都
豊

島
区
巣
鴨
五
ー
三
四
ー
二
八
）
H
 

三
十
万
円
（
五
所
川
原
小
学
校
児

童
図
書
購
入
費
）
。
 

〇
飯
詰
小
学
校
新
築
記
念
事
業
協

賛
会
（
櫛
引
留
吉
会
長
）
H
寄
贈
 

（
体
育館
用
級
帳
、
ス
テ
ー
ジ
幕

一
式
、
テ
ン
ト
二
、
玄
関
吹
抜
け

用
ネ
ッ
ト
、
校
舎
案
内
図
板
、
サ

ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
ー
組
、
レ

ク
チ
ャ
ー
ア
ン
プ
、
会
議
用
テ
ー
 

ブ
ル
ー
、
回
転
イ
ス
六
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
六
十
組
、
ス

キ
ー
立
台
六
、
遊
具

（
ブラ
ン
コ
、
 

鉄
棒
ほ
か
））
。
 

5 平成9年3月1日 



市
民
の
手
に
よ
る
魅
力
あ
る
 

街
づ
く
り
を
目
指
し
て
 

第
三
回
『に
ぎ
わ
い
の
街

・5
o
o
人
委
員
会
』
 

平成 9年3月 1日 6 

五所川原文化と豊かな人間性を創造する委員会 

j翠 田 晃希ちゃん 

作 品 を 見 る 親子 

市
主
催
の
 
『第
三
回
に
ぎ
わ
い
の

街
・
5
o
o
人
委
員
会
』
が
二
月
十

五
日
、
＋
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
第
三
回
目
と
い
う
こ
と

も
あ
「
て
一
「
の
節
目
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
、
本
市
の
動
き
に
つ
い
て
、
 

情
報
提
供
等
を
行
う
等
、
意
見
の
集

約
化
を
試
み
ま
し
た
。
 

情
報
提
供
と
し
て
、
五
所
川
原
街
 
 

づ
く
り
株
式
会
社
副
社
長
、
山
崎
淳

一
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「街
づ
く
り
、
 

店
づ
く
り
、
人
づ
く
り
」
と
題
し
、
 

本
市
の
商
業
に
つ
い
て
の
全
体
講
演
、
 

各
委
員
会
に
於
い
て
は
、
市
出
前
講

座
と
称
し
、
委
員
会
の
テ
ー
マ
に
関

連
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

を
行
い
ま
し
た
。
 

会
議
で
は
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

を
目
指
し
、
生
活
、
健
康
、
教
育
、
 

福
祉
の
四
部
会
に
テ

l
マ
別
の
十委

員
会
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
 

ー
マ
に
つ
い
て
昨
年
出
さ
れ
た
意
見
、
 

提
言
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
な
が
ら
、
 

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

話
し
合
わ
れ
た
内
容
及
び
当
日
会

場
で
頂
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
等
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
り
次
第

広
報
等
で
順
次
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
貴
重

な
ご
意
見
、
ご
提
言
は
、
今
後
の
街

づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を

頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

健
や
か
な
成
長
を願
い
ま
す
 

五
万
五
百
五
十
五
人
目
の
市
民
 

晃
希
ち
ゃん
に
記
念
品
贈
呈
 

市
で
は
、ガ躍
動
の
街
G
O

・
G
O
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
ガ
を
合
言
葉
に
市
政

運
営
に
当
た
「
て
い
ま
す
が
、
こ
の

た
び
五
万
五
百
五
十
五
人
目
の
市
民

と
な
っ
た
松
島
町
の
洋
田
晃
希
ち
ゃ

ん
・
一
月
五
日
誕
生

（父
光
広
さ
ん
、
 

母
香
奈
子
さ
ん
）
に
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
 

晃
希
ち
ゃ
ん
 
お
め
で
と
う
。
 

健
や
か
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

ー
力

作
勢
揃
い
ー
 

市
内
小
中
学
校

美

術
展
 

二
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
第
三
十

回
市
内
小
中
学
校
美
術
展
（
市
教
育

委
員
会
主
催
）
が
、
市
内
中
三
デ
パ
 

ー
ト
六
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
内
各
小
中
学
校
か
ら

集
ま
っ
た
作
品
四
百
点
を
展
示
し
た

も
の
で
す
。
 

会
場
で
は
、
絵
画
、
版
画
、
デ
ザ

イ
ン
、
ポ
ス
タ
ー
の
ほ
か
、壁
掛
け

な
ど
の
作
品
を
親
子
連
れ
や
仲
間
ど

う
し
で
わ
が
子
や
友
達
の
力
作
を
熱

心
に
見
て
い
ま
し
た
。
 

冒
 

・

平
成
九
年

ム
ロ
同
 

除

厄
祈

願
祭
 

平
成
九
年
の
市
合
同
除
厄
祈
願
祭

が
二
月
＋
一
日
、
昭
和
三
十
一
年
度

生
ま
れ
の
男
性
九
十
八
名
と
昭
和
四

十
年
度
生
ま
れ
の
女
性
百
二
十
七
名

が
出
席
し
て
、
市
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

厳
粛
な
祭
事
の
後
、
佐
々
木
市
長

は
、
 「一
一
十
一世
紀
（
向
け
て
同
じ

年
代
の
人
が
力
を
合
わ
せ
よ
り
良
い

潤
い
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に

適
進
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
い

ま
す
。」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
、
 

高
橋
雅
人
実
行
委
員
長
が
「
家
庭
的

に
も
社
会
的
に
も
折
り
目
に
当
た
る

年
に
達
し
た
こ
と
に
感
謝
し
今
後
は

豊
か
な
社
会
を
作
る
た
め
地
域
に
貢

献
し
て
行
き
ま
す
。」
と
述
べ
、
参
加

者
は
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

長
 

市
 

木
 

々
 

佐
 

一
るべ

 
述
 

を
 

祝
 

お
 

, 

I , 
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早
く
食
べ
た
い
な
あ
（
も
ち
つ
き
大
会
）
 

懐
中
電
灯
を
持
っ
て
宝
さ
が
し

（
親
子
探
検
宝
さ
が
し
大
会
）
 

わ

5
い

楽
し

い
な
具

（雪
上
す
べ
り
台
）
 

雪
の

s
L
出
発
進
行

（
ミ
ニ
ガ
マ
）
 

く
ま
さ
ん
と
「
は
い
ポ
ー
ズ
」
 
（
親
子探
検
宝
さ
が
し
大
会
）
 

⑤④③②① 

五所川原市役所 容35 -2111 

調印を終えガッチリ握手し協力を誓う 
3 農協の組合長と佐々木市長 

麟
藩
以

雷
 

内

熱

管

備

市

予
原
併

川

合

所
 

五
 

「ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
協
」
 

七
月
一
日
ス
タ
ー
ト

へ
 

ー
』

市
管
内
農
協
合
併
予
備

契
約
調
印
式
 

五
所
川
原
市
農
協
（
中
谷
惣
四
郎

組
合
長
）
、
 津
軽
中
央
農
協
（
白
戸

勝
一
組
合
長
）
、
 七
和
農
協
（
佐
藤

利
栄
組
合
長
）
の
合
併
予
備
契
約
調

印
式
が
二
月
十
八
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン

ル
ー
ト
五
所
川
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
（
合
併
促
進
協
議
会

会
長
）
は
「
合
併
は
暗
礁
に
乗
り
上

げ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
関
係
者
が

粘
り
強
い
話
し
合
い
で
課
題
を
克
服

し
、
今
日
の
調
印
式
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
 

関
係
者
約
六
十
人
の
見
守
る
中
、
一
一
一
 
 農

協
の
組
合
長
と
、
立
ち
会
い
人
の

佐
々
木
市
長
が
、
予
備
契
約
書
に
署

名
、
押
印
を
し
ま
し
た
。
 

今
後
、
三
農
協
は
地
区
座
談
会
な

ど
で
組
合
員
の
理
解
を
得
た
う
え
で
、
 

そ
れ
ぞ
れ
合
併
総
会
を
開
き
正
式
調

印
と
な
り
ま
す
。
 

合
併
後
の
新
農
協
名
は
「
ご
し
よ

が
わ
ら
市
農
業
協
同
組
合
」
と
な
り
、
 

弘
前
市
、
十
和
田
市
、
し
ん
せ
い
五

戸
の
各
農
協
に
つ
ぎ
県
内
四
番
目
の

規
模
と
な
り
ま
す
。
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「真
言
館
跡
」
試
掘
調
査

の
成
果
 

自
然
・
原
始
・
古
代

・中
世
部
会
 
小
 
山
 

彦
 
逸
 

第2図 真言館跡トレンチ設定図 

『五
所
川
原
市
史
』
中
世
編
執
筆

の
た
め
中
世
城
館
と
考
え
ら
れ
て
い

る
聖

議

跡
の
試
掘
調
査
を
平
成
八

年
七
月
二
十
七
日
か
ら
四
日
間
の
日

程
で
実
施
し
た
。
 

真
言
館
跡
の
概
要
 

真
言
館
跡
は
高
野
か
ら
前
田
野
目

を
経
て
大
釈
迦
に
通
じ
る
道
路
の
東

側
、
前
田
野
目
川
の
沢
に
臨
む
丘
陵

に
位
置
し
、
標
高
は
六
十
九
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。
 

真
言
館
跡
の
周
辺
に
は
、
古
代
の

須
恵
器
窯
跡
や
古
代
集
落
が
数
多
く

点
在
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
る
。
 

本
館
跡
に
関
す
る
資
料
は
残
念
な
 
 

が
ら
存
在
し
な
い
が
、
現
在
で
も
堀

跡
と
土
塁
、
虎
口

（
出入
ロ
）
な
ど

の
遺
構
が
明
瞭
に
残
さ
れ
て
い
る
。
 

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
時
期
は
不
明

で
あ
る
が
確
実
に
人
の
手
が
加
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 

試
掘
調
査
の
問
題
意
識
 

試
掘
調
査
に
あ
た
っ
て
大
き
く
「
1
 

つ
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
臨
ん
だ
。
 

第

一
は
真
言館
跡
は
、
中
世
の
城

館
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
古
代

の
環
壊
集
落

（
防御
性
集
落
）
で
あ

っ
た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

第
二
に
は
真
言
館
跡
が
中
世
城
館

で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ

う
な
性
格
を
持
っ
た
館
跡
で
あ
っ
た

の
か
。
 

第
三
に
は
曲
輪

（平
場
）
内
で
の

生
活
の
様
子
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
焦
点
を
絞
っ
て
調

査
し
た
。
 

試
掘
調
査
の
成
果
 

試
掘
調
査
は
第
2
図
で
黒
く
ぬ
り

つ
ぶ
し
た
部
分
を
実
施
し
た
。
こ
の
 
 

部
分
は
主
郭
と
考
え
ら
れ
る
場
所
で
、
 

し
か
も
そ
の
さ
ら
に
中
心
部
分
に
あ

た
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
調
査

に
よ
っ
て
上
記
の
よ
う
な
こ
と
を
判

断
で
き
る
遺
構
・
遺
物
が
出
土
す
る

も
の
と
考
え
て
い
た
。
 

試
掘
調
査
は
、
主
郭
の
中
心
部
分

を
お
よ
そ
十
七
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
調

査
し
た
。
 

出
土
遺
物
で
は
、
縄
紋
土
器
が
数

点
と
、
弥
生
土
器
、
鏡
貨
二
枚
が
出

土
し
た
だ
け
で
あ
る
。
縄
紋
土
器
の

出
土
で
こ
の
場
所
は
原
始
時
代
に

一

時
期
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
弥
生
土
器
は
五
所
川
原
市
内
か
 
 

ら
は
じ
め
て
出
土
し
た
も
の
で
、
弥

生
時
代
後
期
の
 
「天
郵
吐
式
土
器
」
 

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
銭
貨
は

二
枚
重
な
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
 

出
土
し
た
銭
貨
は
文
字
が
判
読
で
き

な
か
っ
た
が
、
近
世
の
も
の
と
い
う

よ
り
も
中
世
の
十
六
世
紀
か
ら
十
七

世
紀
に
み
ら
れ
る
銭
貨
の
特
徴
を
示

し
て
い
た
。
 

古
代
の
環
壕
集
落
な
ど
で
あ
っ
た

と
す
る
な
ら
ば
、
古
代
の
遺
物
が
出

土
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
 一
点
も

み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
古
代

集
落
で
あ
っ
た
可
能
性
は
非
常
に
低

い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
 

二
枚
重
な
っ
た
状
態
で
出
土
し
た

銭
貨
は
、
文
字
は
摩
滅
し
て
判
読
で
 
 

き
な
か
っ
た
が
、
摩
滅
し
た
状
態
の

銭
貨
が
使
わ
れ
る
時
期
は
北
東
北
に

お
い
て
は
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀

に
か
け
て
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
 

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
真
言
館
跡

は
中
世
の
時
期
に
使
わ
れ
て
い
た
可

能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
く
る
。
そ
し
て
検
出
さ
れ
て

い
る
掘
立
柱
建
物
跡
の
柱
穴
と
思
わ

れ
る
穴
は
、
長
径
も
短
く
、
穴
の
深

さ
も
な
い
こ
と
か
ら
、
建
物
は

一
般

の
中
世
城
館
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
立

派
な
建
物
で
は
な
く
、
仮
小
屋
風
の

貧
弱
な
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
推
測
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
と
真
言
館
跡
は
臨
時
的
に

作
ら
れ
た
 
「砦
」
 
の
よ
うな
性
格
を

持
っ
た
館
跡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
て
く
る
。
 

そ
の
た
め
に
城
館
内
で
日
常
生
活

に
使
用
さ
れ
る
陶
磁
器
な
ど
の
破
片

さ
え
も
出
土
し
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
 

今
回
の
試
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
市

内
に
残
る
城
館
の
ひ
と
つ
の
形
態
を

知
る
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
る
。
 

最
後
に
今
回
の
試
掘
調
査
は
土
地

の
所
有
者
の
福
士
基
氏
の
ご
理
解
に

よ
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

期
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

'
 

'
 



日曜日 特別納税相談日 
どうぞご利用ください 

五所川原市国民健康保険の 

被保険者証の更新を行います 
〔日程表〕 

対 象 地 区 月 	I 」 時間 更新場所 

梅田・中泉 
3月13日 

（木） 

9 :oo 
'-12:00 

梅沢支所 

浅井・福山・豊成・野里

神山・松野木・戸沢 
ガ 

9 :00 
~12:00 

長橋支所 

俵元・原子・羽野木沢

高野・持子沢・前田野目 
ガ 

13:00 
~16:00 

七和支所 

高瀬・鶴ケ岡・藻川 ガ 
13:00 
~16:00 

三好支所 

毘沙門・長富 
3月14日 

（金） 

9 :00 
~12 :00 

毘沙門支所 

飯詰・下岩崎 I, 13:00 
~16:00 

飯詰支所 

金山・水野尾・米田 

唐笠柳・石岡・吹畑・漆川 

太刀打・一野坪 
/
/
 

 

9 :00 
~12:00 

市役所2階

ロ ビ ー 

田川・種井・川山・沖飯詰

桜田・長橋広野（藤島） 
刀 

13:00 
~16:00 

市役所 2階

ロ ビ ー 

姥落・稲実・広田・七ッ館

湊・湊団地・みどり町 

3月17日 

（月） 

9 :00 
~16:00 

市役所2階

ロ ビ ー 

栄町・田町・蓮沼・不魚住

元町・鎌谷町・烏森 

下り枝・八重菊・一ッ谷

新町・柳町・岩木町・本町

小曲 

3月18日 

（火） 

9 :00 
~16:00 

市役所 2階

ロ ビ ー 

東町・大町・旭町・雛田

敷島町・上平井町 

中平井町・下平井町・錦町

幾世森・寺町・柏原町

松島町 

3月19日 

（水） 

9 :00 
---16:00 

市役所2階

ロ ビ ー 

幾島町・末広町・新宮町

蘇鉄・芭蕉・川端町 

布屋町・新宮・長橋橋元

弥生町・若葉 

3月21日 

（金） 

9 :00 
~16:00 

市役所 2階 

ロ 	ビ 	一ー一 

期間中に更新できなかった人 

（全地区） 

日曜更新を設けます。但し、 

⑧、④、異動等の手続き

はできません。 

3月23日 

（日） 

9 :00 
~16:00 

市役所2階

国保年金課 

※ 各支所地区で期日に更新できなかった人

は、 3月21日正午までは各支所で更新でき

ます。 3月23日以降は市役所国保年金課て二

更新します。 

9 平成9年3月 1日 

お知らせ 

収納課では、平日に納税相談ができない方 

のために「日曜日特別納税相談日」を開催し 

ます％ 

また、いつて下も気軽に納税相言炎できますの 

で、」収納課までおいでください。 

◇日時 3月16日（日） 9 : OO-16 : 00 

◇場所 市役所収納課（ 3階） 

◇問い合わせ 

公内線433、 434、 435、 436 

農業者年金を弓は続き受けるため

現況届の提出を忘れずに一 

〇現況届とは 

毎年 1回、 2月末に受給者の】伏況を確認す

るため、農業者年金基金から直接送られます。 

農業者年金を引き続き受けるためには、 こ

の「現況届」に市町村長の証明印をもらい、 

3月31日までに農業委員会に提出しなければ

なりません。 

「現況届」が提出されないときは、提出さ

れるまでの間、年金の支」ムいが一時差し止め

になりますので、忘れずに提出してください。 

◇・問い合わせ 市農業委員会 雪内線242 

週の労働時間が 

40時間となります 
週の法定労働時間が、現在44時間

とされていますが、平成 9年4月 1日

から週40時間と全面的に短縮されま

す。 

皆様の職場でも、 40時間への移行 

・定着に積極的な取り組みをお願いし

ます。 

なお、 10人未満の商業、保健衛生

業及び接客娯楽業などの特例事業場は、 

週46時間が継続されます。 

◇問い合わせ 青森労働基準局監督課 

雪 0177 - 34 - 4111 

五所川原市役所 B35-2111 



若者交流パーティー 
~ ~ 	、 ‘一 ~ ． 』 ~． ．~ ~ 

、変’IコWし変‘ aJ、リ変 
～あなたも参加してみませんか～ 

⑥女性の方、大歓迎／ 

食べ放題・飲み放題 

力ラオケ・各種ゲームなど 

景品等もあるよノー 

◇と き 3月 7 4（金） 18 : 30-

◇ところ 五所川原市大町 『藤吉郎』 

◇参加料 1,000円 

（当日持参願いますJ 

く＞申し込み期限 3月 3 日（月） 

ぐ＞申し込み先 市農業委員会（合35 ー 

2111 内線242）又はお近くの 

農協へ 

◇主催 五所川原市農業者年金協会・

市農林水産課・市農業委員会 

・五所川原市農協・津軽中央

農協・七和農協・嘉瀬農協・

川除第一農協 

〇競技種目〇 

綱 引 き

宝 さ が し

ボ ー ル 送 り

ニ 人 三 脚 

10回スノーフェスティバル 
～輝けノ津軽の若者たち～ 

、 	くこ＞日時 3月 9 日（日） 10 】 00-（午前中） 

◇場所 五所川原市岩木川河川敷 

北斗グラウンド 

※各種賞品準t#iしております。 

◇主催 青森県青年の舟合 西北五フ与コック 

スノーフェスティバル実行委員会 

<＞問い合わせ 雪3 4 一 2681 

島村俊広（元町57) 

平成 9年度 

市・県民税申告相談 

〔日程表〕 

m

巨
 

同
  

対 象 地  区 I 時 I凋 相談会場」 

毘
沙
門
  

」j
 
4

け
  

3
3
 

●
 

．
 
 

月
火
 

毘沙門 
長富 

9:20- 
15 】 00 

毘沙門・長富コミ
ュニテイセンター 

長
 
橋
  

n
、。
 
n
く
J
 
nく
J
  

5
6
7
  

.
 

.
 

.
 
 

水
木
金
 

野里・豊成・福山 
戸沢・松野木 
浅井・神山 

9:20- 
15:00 

コミュニテイ
センター長橋 

本
 

庁
  

3・10 

3・11 

3・12 

3・13 

3・14 

3・17 

月
 
火
 

水
 
木
 
金
 

月
 

寺町・川端町・小曲 
・長橋橋元・新宮町 
・新宮岡田・新宮松元
新町・柳町・栄町・
田町・八重菊・不魚住 
・錦町・下平井町
幾世森・柏原町・
鎌谷町・一ッ谷・鳥森 
・下り枝・弥生町・
布屋町・幾島町 
末広町・上平井町・
中平井町・元町・旭町 
・雛田・敷島町・蘇鉄
岩木町・芭蕉・東町 
・本町・大町・田川 
・若葉・平和町・蓮沼
松島町・湊・湊団地 

9: 00- 
15:00 

旧 市 民
文化会館 
大ホール前 
ロ 	ビ 	ー 

※ う杓戎 9年度市・県民税申告書は申告相談

会場、市役所税務課及び各支所に備付けし

てあります。 

に二‘扇言と年金ー～\ 

に玉民年金は全額控除対象でり 

」一I7 

民間クH固人年金が 
一～Iー」ー IF＝ー、’一一～ 	 ．、＆ぐ、ト、一 

最高 5 万円の保険料一 	、戸 
， 一 ー A 	, 

」、’一 vノ～～ー、ー 
控除なのに文寸し、国 

民年金の保険半斗は全 	軸 

額控除となります。 

申告できるのは・一・ 

平成 8年分の保険半斗だけでなく、過去

に未納になっていた保険料も含めて、うlz 

成 8年1月から12月までの間に納められノ

た保険米斗が対象となります。 

〔平成8 年の保険料〕 

一、 

U 
加ャ、 

ンi落則呆険料 
(1月～ 3月）月額11 , 700円 

(4月～12月）月額12,300円 

付 Ji11保険半I 月額 	400円 

⑨問い合わせ 

国民年金係 内線212 ・213 

平成9年3月1日 10 
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ふるさと交流圏民センター 

容 33- 2111 

   

   

   

    

日 曜日 催 	物 開 演 入場料 日 曜日 催 	物 開 演 入場料 

大
 
ホ
 

ー
 
ル
  

2
  

一
 

 
第14回さっき保育園 

音楽リズム研究会 
9 : 40 無 料 

小
 

ホ
 
ー
 

ル
  

16 日
  

こてきおゆうぎ発表会 13 : 00 無 料 

に
。
 
 

水
  

五所川原おやこ劇場 
第51回例会 

18: 30 会員券 20 木
  

J's A CAPELLA 
NIGHT 	Vol,4 18: 30 2,000円 

12 水
  

都はるみコンサート 
昼14:30 
夜18:30 

前売6,000円 
5,000円 

22 土
  

カフエオルテンシア・・・
あなたのリスニングルーム 

14:00- 
16:00 

無 料 

15 土
  

日本原燃ふれあいミュージカル 
「ルドルフとイッパイアッテナ」 

昼14:30 
夜18:00 招待券 23 ［ロ

 

阿部寿子 
ピアノ教室発表会 

13 : 00 無 料 

23 日
  

第15回チャリテイー 
津軽三味線滝栄会発表会 

9 	: 30 500円 30 日
  

G
 
R
 
C
 

ワ
〕
 

ク
ノ
 
】
 
 

ウ

R
 

イ
C
 

ン
レ
 

一
ス
  

10 : 00 無 料 

庫熱警護網寧槌誓菱碧瞬ミ起委遥，瞬熱誓護蓬I秤ミニコ鍵星号奉熱参遥I軍縄妻昌翻軍慧参事費 

i あなたのリスニングルーム『思い出の出を 
奉慧喜趣,師鍵誓誓ョ 

	・に’』 
秤ミニコ鍵網 

』、るさと交流圏民センターにおいて、第 2 回
あなたの I) スニングルーム・ティーノfーティー 

を開催します。 このティーノぐーティーは、母に
捧げる曲、恋人との曲などみなさんの思い出の
曲を1志募してもらい、パーソナリティーと曲の
思い出を語り合い、 そして曲に合わせた映像・

照明を使った音楽を楽しんでもらうというもの
です。 
＊みなさんの応5募をお待ちしております。  

〇開催日時 3 月22日（土） 14 : OO--16 : 00 
〇開催場所 ォルテンシア 小ホール 

〇応募方法 応募用紙（ふるさと交流圏民センターに 

ありますJ にて申し込みください。1志募多数 

の際は抽選とさせていただきます。 

〇締め切り 3 月15日（土） 
o-、場料 無耕斗 

〇申し込み・間い合わせ 
ふるさと交流圏民センター 廿33 - 2111 

緯参舞I 

主 催／ステージクリエイ ト友の会・,S、るさと交流圏民センター 

協 賛／津軽西北五地域広域市町村圏協議会 

1舞寒三‘参誓誓「雀ミ熱三iI三ミ‘琶庫慧参麹郵霞業些参遣昌 r雀ミ熱誓多ミ電昌孝ミ毒ミ‘声ミ受昌 1舞寒些三誓誓 「雀ミ熱些三ミ‘暮 謡桑些参遣昌 桑珍ミ選 撫ミ穀些詳ミ電昌 

書 	 名 著 者 名 書 	 名 著 者 名 

世 界 の 食料世 界 の 農村 農 	文 	協 日 	暮 	れ 	竹 	河 	岸 藤 沢 周 平 

聞 き 書 き 日 本 の 食 事 農 	文 	協 幾 	世 	の 	橋 津 田 ふじ子 

歴 代 横 綱 水 墨 画 集 横 山 藤 彩 木 を 植 え た 男 を 訪ね て 『
満
 

新
 
井
 

働 く 女のス ト レ ス症候群 池 下 育 子 ”
山
 

ハ
‘
《
 
ハ

氏
 

坂 東 真砂子 

動物のお医者さんになりたい 石 井 万寿美 新 釈 び よ う 	き 事 典 渡 辺 淳 一 

テ レ ビ ゲ ー ム と 癒 し カ
香
 
”
山
 
カ
 

一 葉の 口 紅曙 の リ ボ ン 群 	ようこ 

全 	東 	洋 	写 	真 藤 原 新 也 沈 	黙 	の 	土 	俵 小 杉 健 治 

脇 	役 	の 	美 	学 田 山 力 哉 眠 	た 	い 	奴 	ら 大
 
沢
 
”
在
 
”
昌
 

カノ 	ワ 

緩 禾日 ケ ア ハ ン ド フ” ッ ク 田
 
加
克
 
）
往
 

中
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'97あおもり健康ウォーク歩くスキーの集い 

第4回スプリングスキーフェスティバル 

in MANOGAMI 

参加者募集 
◇期日 3月23日（日） 

◇会場 	『コMANOGAM I』 

（五所川原市大字戸沢字玉清水地内） 

◇種目 そりこトライアル、歩

くスキー、スノーボード、大

回転競技 

◇申し込み締め切り 3月10日（月） 

申込書は市内スポーツ店及

び事務局またはMANOGA 
MI事務所 

⑥詳しくは・ー 

価 037 五所川原市みどり町8-4 
スポーツオフイススキーフエスティバル事務局

担当/斉藤（ダイレクトイン雪030-649-6091）山田（B34-8822 山 田電器） 

合FAX 33-2485 (FAXでの申し込みは受け付けません） 

～期限を守って 
「正しい申告と納税」を 

お忘れなく～ 

所得税の 
申告と納税は 

3月17日まで 

消費税の 
申告と納税は 

3月31日まで 

⑨詳しくは、最寄りの税務署又は税務相

言炎室にお尋ねください。 

健 康 相 談 室 
お気軽にご利用ください 

@）持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場所 開催月日 開催時間 

3月10日 11 : 30 - 
水野尾集会所 

（月） 13 : 00 

3月10日 13 : 00 - 
若 山 公 民 館 

（月） 14 : 30 

3月12日 10 : 00 -- 
保健セ ン タ ー 

（水） 15 : 00 

3月21日 13 : 00 - 
福 岡 公 民 館 

（金） 14 : 30 

ーみんなの健康教室 
テーマ／痛い、痛い、 

お腹が痛い 

講 師／冨 田重照先生 

（医）華峰会 

冨田胃腸科内科医院 

ぐ＞と き 3月28日（金） 13 : 00- 

くC＞ところ 市保健センタ- 3階ホール 

献血のご案内 

献血にご協力いただいた方には、健康管理

に役立つ血液検査結果を糸勺2週間後に親展に

てお送りいたします。 

期 	日 時 間 場 	所 

コ ミ ュ一ニニラ二イ一1ご 
10: 00 - ンターしきしま前 

12 : 00 協 賛 赤十字奉仕団 

3月 4 日 五所川原分団 

（火） 

13 : 30 --- 
16 : 00 JR五所川原駅前 
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